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○
平
成
三
〇
年
度
（
第
四
期
） 

N

P

O
法
人
と
き
め
き
ラ
イ
フ
埼
玉 

定
期
総
会
開
催 

＊
日 

時
：
五
月
二
六
（
土
）
午
後
三
時
～
四
時 

＊
場 

所
：
所
沢
市
新
所
沢
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー 

＊
議 

事
： 

①
第
一
号
議
案
平
成
二
九
年
度
活
動
実
績
報
告 

 

②
第
二
号
議
案
平
成
二
九
年
度
会
計
報
告 

 

③
第
三
号
議
案
平
成
三
〇
年
度
基
本
方
針
（
案
） 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
三
〇
年
度
活
動
計
画
（
案
） 

④
第
四
号
議
案
平
成
三
〇
年
度
予
算
（
案
） 

⑤
第
五
号
議
案
平
成
三
〇
年
度
役
員
改
定
（
案
） 

⑥
そ
の
他 

会
員
総
数
：
三
一
名
、
本
人
出
席
：
一
九
名
、
委
任

八
名
、
欠
席
：
四
名
、
よ
っ
て
、
定
款
の
規
定
に
よ

り
過
半
数
以
上
の
出
席
が
あ
り
定
期
総
会
は
成
立
し

ま
し
た
。
各
担
当
理
事
か
ら
各
議
案
が
提
案
さ
れ
、

熱
心
に
議
論
を
行
っ
た
。
今
期
の
活
動
基
本
方
針
や

予
算
、
役
員
改
定
等
も
問
題
な
く
、
可
決
・
承
認
さ

れ
閉
会
し
ま
し
た
。 

平
成
三
〇
年
度
理
事
・
監
事
は
次
の
通
り
で
す
。 

＊
任 

期
：
平
成
三
〇
年
四
月
一
日 

 
 
 
 
 

 

～
平
成
三
二
年
三
月
三
一
日 

理 

事 

長 
 
 
 

磯 

竹
栄 

副
理
事
長 

 
 
 

鈴
木 

真
澄 

理
事
・
事
務
局
長 

齋
藤 

秀
夫 

 

理
事
・
事
務
局
次
長 

松
岡 

正
憲 

理
事
・
会
計
担
当 
 

新
津 

毅 

理
事 

浅
原 

栄
子
、
神
川 

勝
、 

下
田 

紀
子 

監
事 

金
田 

光
代
、
杉 

洋
子 

今
期
は
、
新
規
事
業
、
助
成
金
事
業
の
二
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、
更
に
充
実
し
た
活
動
を
展
開

し
、
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講

座
の
開
講
や
新
入
会
者
の
増
強
を
図
り
会
の
活
性

化
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。
基
本
方
針
や
新
体
制
が

承
認
さ
れ
、
今
後
の
活
動
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

一
部
「
な
ぜ
老
い
る
？
な
ら
ば
上
手
に
老
い
る
に
は
」

～
地
域
ぐ
る
み
で
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
～
と
題

し
神
谷
哲
朗
先
生
に
よ
る
講
演
。
高
齢
者
を
取
り
巻

く
実
態
、
健
康
寿
命
三
つ
の
柱
（
栄
養
・
運
動
・
社

会
参
加
）、
柏
市
の
事
例
、
指
輪
っ
か
テ
ス
ト
等
の
解

説
を
さ
れ
た
。
第
二
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

エ
イ
サ
ー
な
ど
琉
球
舞
踊
の
舞
。
歌
手
に
よ
る
愛
燦

燦
・
真
っ
赤
な
太
陽
等
の
独
唱
や
「
ふ
る
さ
と
」
な

ど
参
加
者
と
合
唱
し
楽 

し
み
ま
し
た
。
歌
と
カ 

ラ
フ
ル
な
琉
球
衣
装
の 

踊
り
に
会
場
は
盛
り
上 

が
り
ま
し
た
。 

（
磯 

竹
栄
） 

 

ＮＰＯ法人 

ときめきライフ埼玉 

発行日 2018 年 6月 1日 

発行責任者  磯 竹栄 

編 集    四谷英貴 

○
第
二
二
回
中
高
年
い
き
い
き
講
座
． 

＊
日 

時
：
平
成
三
〇
年
三
月
一
〇
日
（
土
） 

＊
場 

所
：
所
沢
市
新
所
沢
公
民
館
ホ
ー
ル 

＊
出
席
者
：
一
五
七
名 

＊
内 

容
：
あ
い
さ
つ 

主
催
者
：
当
会
理
事
長 
磯 

竹
栄
、 

 

来 

賓
：
所
沢
市
福
祉
部
部
長 

植
村
里
美
氏 

 
  

：
所
沢
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
部 

教
育
総
務
課
長 

千
葉 

 
裕
之
氏 

：
健
康
・
生
き
が
い
開
発
財
団 

事
務
局
長 

藤
村 

宣
之
氏 

次
に
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
当
会
紹
介
。
そ
の
後
、
第

一 

 

平成 30年度 

定期総会（第 4期） 

 

 

神谷先生の講演風景 

〇
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

＊
日
時
：
平
成
二
九
年
九
月
三
〇
日
（
土
）、 

一
〇
月
一
四
日
（
土
）、
二
一
日
（
土
） 

九
時
三
十
分
～
十
七
時
（
全
３
日
間
）

＊
会 

 

場
：
所
沢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

 

＊
主 

催
：
N

P

O
法
人
と
き
め
き
ラ
イ
フ
埼
玉 

（
一
財
）
健
康
・
生
き
が
い
開
発
財
団 

＊
協 

力
：
所
沢
市
教
育
委
員
会 

 

所
沢
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー 

 

＊
後 

援
：
所
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会 
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〇
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

第
一
五
五
回
資
格
認
定
研
修
会 

＊
日 

時
：
平
成
二
九
年
十
一
月
一
八
日
（
土
）、 

一
九
日
（
日
）
九
時
三
十
分
～
一
七
時 

＊
会 

場
：
所
沢
市
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー 

 

＊
主 

彩
：
NPO
法
人
と
き
め
き
ラ
イ
フ
埼
玉 

（
一
財
）
健
康
・
生
き
が
い
開
発
財
団 

＊
協 

力
：
所
沢
市
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー 

＊
受
講
者
：
四
名 

＊
内
容
：
養
成
講
座
で
取
得
し
た
知
識
を
実
践
に
ど

う
活
か
す
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心
に
、
そ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
二
日
間
で
し
た
。 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
当
会
の
会
員
も
加
わ

り
、
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討
議
、
そ
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
、
ま
と
め
・
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
少
人
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た 

＊
受
講
者
：
四
名 

＊
内 

容
：
専
用
テ
キ
ス
ト
を
中
心
に
、
健
康
・

生
き
が
い
・
社
会
参
加
等
の
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
資
格
取
得 

講
座
で
あ
り
、
資
格
取
得
後

は
、
自
ら
の
健
康
・
生
き
が

い
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
社
会
貢
献
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
受
講
者
は
少

な
か
っ
た
が
収
穫
が
多
く
、

充
実
し
た
研
修
会
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 

磯 
竹
栄
） 

 

   

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

            

                           

                           

○
と
き
め
き
サ
ロ
ン 

所
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
助
成
金
を
受
託

で
き
、「
新
規
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
九
月
～
三

月
ま
で
、
カ
フ
ェ
「
来
遊
留
」
に
て
六
回
開
催
し
、

参
加
者
合
計
で
一
〇
八
名
で
し
た
。
と
き
め
き
体

操
を
は
じ
め
、
ミ
ニ
コ
ン 

サ
ー
ト
や
手
品
な
ど
、
参 

加
者
と
一
緒
に
体
を
動
か 

し
た
り
歌
っ
た
り
参
加
で 

き
る
内
容
を
催
し
、
参
加 

者
か
ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ 

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
、
と 

て
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご 

す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う 

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。 

（（
鈴
木 
真
澄
） 

写真① 写真① 写真① 写真① 写真① 写真① 写真① 

甲
府
駅
前
広
場
に
あ
る
藤
村
記
念
館
を
見
学
し
、
山
梨 

放
送
脇
の
ソ
バ
屋
に
て
昼
食
、
こ
こ
で
仕
事
の
関
係
で 

遅
れ
て
到
着
の
Ｍ
氏
と
合
流
し
全
員
が
揃
う
。
午
後
か 

ら
は
鶴
舞
城
を
見
学
す
る
。 

天
守
閣
は
無
い
が
城
址
に
立 

つ
と
甲
府
市
内
を
一
望
に
し 

富
士
山
も
近
く
見
え
る
。
そ 

の
後
、
山
梨
最
古
の
サ
ド
ヤ 

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
ワ
イ
ン
を
試 

飲
し
湯
村
温
泉
郷
へ
。
宿
泊 

の
甲
府
富
士
屋
ホ
テ
ル
で
温 

泉
に
つ
か
り
汗
を
流
し
た
。 

食
後
は
部
屋
に
戻
り
お
酒
を 

飲
み
な
が
ら
「
と
き
め
き
」
の
将
来
を
熱
く
語
り
合
い
、

恒
例
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上
が
り
お
開
き
と
な
っ

た
。
旅
の
二
日
目
は
昨
日
と
打
っ
て
変
り
、
薄
曇
り
で
こ

の
時
期
ら
し
い
寒
さ
が
戻
っ
て
来
た
。
タ
ク
シ
ー
に
分
乗 

し
て
武
田
神
社
へ
向
か
っ
た
。
武
田
信
玄
は
「
人
は
石
垣

人
は
城
」
と
し
て
城
郭
を
築 

か
ず
武
田
舘
か
ら
天
下
を
狙 

っ
た
。
舘
跡
は
少
し
遅
め
な 

が
ら
紅
葉
が
大
変
綺
麗
で
あ 

っ
た
。
参
拝
し
て
記
念
館
を 

見
学
。
そ
の
後
、
甲
府
駅
に 

戻
り
山
梨
県
庁
に
併
設
の
山 

梨
近
代
人
物
館
を
見
学
し
て 

有
名
な
ほ
う
と
う
鍋
の
専
門
店
に
て
昼
食
、
甲
府
駅
か
ら

ま
た
ロ
ー
カ
ル
線
を
乗
継
ぎ
四
時
過
ぎ
に
は
無
事
所
沢

駅
に
到
着
し
て
解
散
と
な
っ
た
。 

 

（
新
津 

毅
） 

有
意
義
な
研
修
会
で
し
た
。
ま
た
終
了
後
、
修
了

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

(

磯 

竹
栄) 

藤村記念館 

 オカリナ演奏 

手品を披露 

〇
二
九
年
度
合
宿 

「
甲
府
湯
村
温
泉
と
武
田
神
社
を
巡
る
旅
」 

十
二
月
三
日
（
日
）
～
四
日
（
月
）
男
性
七
名

女
性
三
名
で
ロ
ー
カ
ル
電
車
を
乗
り
継
い
で
甲

府
へ
。
当
日
は
晴
れ
て
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
十

二
月
と
し
て
は
温
か
い
日
と
な
っ
た
。 

 

て
は
温
か
い
日
と
な
っ
た
。 

 

 

 

研修会風景 
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〇
出
前
講
座(

十
一
月
二
五
日 

三
時
～
四
時
三
〇
分) 

 
＊
テ
ー
マ
：
高
齢
者
支
援
の
施
策
と
今
後
の
取
組
み 

 

＊
講 
師
：
高
齢
者
支
援
課 

 
主
査
・
秋
山 

薫
氏 

他
四
名 

 

＊
内 

容
：
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
見

守
り
、
外
出
支
援
、
家
事
援
助
等
プ
ロ
以
外
が
担
い

手
と
な
る
事
が
出
来
る
高
齢
者
が
生
活
支
援
と
し
て

社
会
参
加
を
推
進
、
ま
た
、
効
果
的
な
介
護
予
防
と

し
て
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
生
活
支
援
・
介
護
予

防
の
基
盤
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
平
成
二
七
年
十
月
か
ら
市
全
域
に
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
出
前
講
座
を
通
し
て
、
毎
日
の
生
活
の
中
で

「
住
ま
い
」、「
医
療
」、「
介
護
」、「
生
活
支
援
・
介

護
予
防
」
連
携
し
て
提
供
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
な
か

で
、
当
会
の
活
動
と
し
て
も
、
健
康
・
生
き
が
い
づ

く
り
や
仲
間
づ
く
り
を
更
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

                                                        

 
 

                            

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

介
護
の
人
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
る
た 

め
に
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
地
域
の
特
性 

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
か
、
地
域 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
所
沢
市
介
護
保
険
課
の 

窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
平
成
三
十
年
度
以
降
の
制 

度
改
正
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
理
解
・
確
認
の
う
え
、 

こ
れ
か
ら
の
自
分
自
身
の
健
康
に
留
意
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

齊
藤 

秀
夫)  

 

                                                 

 
 

                            

〇
勉
強
会
（
三
月
二
四
日 

三
時
～
四
時
三
〇
分
） 

＊
テ
ー
マ
：
市
民
相
談
員
の
仕
事 

＊
講 

師
：
本
橋 

則
子
氏
（
当
会
会
員
） 

＊
内 

容
：
私
は
平
成
二
八
年
三
月
末
で
市
役
所
を 

定
年
退
職
し
ま
し
た
。
退
職
後
に
、
一
番
不
安
に 

思
う
事
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
忙
業
務
か
ら
、
一
気
に 

解
放
さ
れ
た
時
の
気
持
ち
や
身
体
の
切
り
替
え
が
で 

き
な
い
の
で
は
な
い
か
・
・
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
事
も
あ
り
「
市
民
相
談
員
」
と
し
て
、 

仕
事
を
続
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

当
初
は
、
先
輩
相
談
員
が
、
多
く
の
相
談
に
的
確
に 

対
応
し
て
い
る
姿
に
、
選
択
を
間
違
え
た
の
で
は
な 

い
か
と
思
う
こ
と
も
、
多
々
あ
り
ま
し
た
。
で
も
今 

は
、
職
場
の
明
る
い
雰
囲
気
や
お
互
い
に
助
け
合
え 

る
環
境
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
市
民
か
ら
の
相
談
は
、 

相
続
や
離
婚
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
や
金
銭
問
題
等
々
、 

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
多
く
の
事
を
勉
強
さ
せ
て 

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、 

気
が
楽
に
な
り
ま
し
た
。」「
親
戚
や
友
達
に
は
相 

談
で
き
な
い
の
で
、
ま
た
来
て
も
い
い
で
す
か
」
等 

と
頼
ら
れ
る
と
、
相
談
員
と
し
て
仕
事
が
で
き
る 

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
磯
理
事
長 

か
ら
の
お
誘
い
も
あ
り
、「
と
き
め
き
ラ
イ
フ
」
会 

員
と
し
て
、
皆
様
と
親
し
く
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
は
、
行
政
の
立
場
か
ら
高
齢
者
福
祉 

施
策
等
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、 

自
分
自
身
の
た
め
に
、
ま
た
一
人
で
も
多
く
の
高
齢 

者
が
元
気
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
会
員
の
一
員
と
し
て 

協
力
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
本
橋 

則
子
） 

 

                                               

 
 

                            

〇
出
前
講
座 

(

二
月
二
四
日 

三
時
～
四
時
三
〇
分) 

＊
テ
ー
マ
：
み
ん
な
の
安
心 

介
護
保
険 

 

＊
講 

師
：
福
祉
部
介
護
保
険
課 

 

主
査 

田
畑
貴
史
氏 

 

＊
内 

容
…
介
護
保
険
制
度
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

老
後
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
社
会
全
体
で
介
護
を
支
え

合
う
た
め
に
創
り
出
さ
れ
た
制
度
で
す
。 

今
、
六
五
歳
以
上
の
す
べ
て
の
人
が
対
象
に
介
護 

                                               

 
 

                            

〇
勉
強
会
（
一
月
二
九
日 

三
時
～
四
時
三
〇
分
） 

＊
テ
ー
マ
：
ヨ
ガ
に
よ
る
体
質
改
善
を
！ 

＊
講 

師
：
三
谷 

雅
昭
氏
（
当
会
会
員
） 

＊
内 

容
：
ヨ
ガ
は
古
代
イ
ン
ド
か
ら
伝
わ
る
健
康
法 

の
一
つ
で
あ
る
。 

＊
呼
吸
法
：
両
足
を
横
に
広
げ
前
に
組
ん
で
骨
盤
を
安 

定
に
し
楽
に
胡
坐
を
か
く
、
背
筋
と
首
を
伸
ば
し
肩
を 

下
げ
目
を
閉
じ
て
、
ゆ
っ
く
り
深
い
呼
吸
を
す
る
。
吸 

う
息
を
「
三
」
で
、
吐
く
息
を
「
六
」
と
、
吐
く
方
を 

倍
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
律
神
経
の
副
交
感
神
経 

が
優
位
に
な
り
、
日
常
生
活
で
何
か
と
忙
し
く
落
ち
着 

か
な
い
時
は
、
こ
の
呼
吸
法
が
望
ま
し
い
。 

＊
体
質
改
善
：
深
い
呼
吸
が
出
来
る
こ
と
で
風
邪
や
抵 

抗
力
、
集
中
力
が
高
ま
り
、
ま
た
気
持
ち
が
前
向
き
に 

な
り
、
生
き
る
喜
び
に
繋
が
り
ま
す
。 

＊
基
本
座
法
と
し
て
、
猫
の
ポ
ー
ズ
、
コ
ブ
ラ
の
ポ
ー
ズ
、 

鷲
の
ポ
ー
ズ
、
弓
の
ポ
ー
ズ
等
が
あ
り
ま
す
。 

（
杉 
洋
子
） 
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〇
市
民
活
動
ウ
ィ
ー
ク
に
出
展 

人
材
バ
ン
ク
フ
ェ
ア 

＊
二
月
二
六
日(

月)

・
二
七
日(

火)  
 

 

市
民
活
動
見
本
市 

 

＊
二
月
二
八
日(
水)

・
三
月
一
日(

木)

・
二
日(

金) 

＊
会 

場
：
所
沢
市
役
所
一
階
市
民
ホ
ー
ル 

＊
内 

容
：
当
会
の
活
動
を
広
く
市
民
の
み
な
さ
ま 

に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
活
動
状
況
の
写
真
を
パ
ネ
ル

展
示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
紹
介
し
ま
し
た
。 

新
し
い
仲
間
づ
く
り
と

同
時
に
『
第
二
二
回
中

高
年
い
き
い
き
講
座
』

へ
の
参
加
募
集
を

P

R
し
ま
し
た
。
た
く
さ

ん
の
来
場
者
が
あ
り
、

比
較
的
高
齢
者
の
方
が

多
く
、
来
場
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
集
計
で
は
、
当 

会
の
活
動
内
容
に
興
味
深
い
、
知
ら
な
か
っ
た
活
動
を

知
る
機
会
に
な
っ
て
良
か
っ
た
・
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
に

か
け
る
熱
意
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
等
、
嬉
し
い
言
葉

も
頂
き
ま
し
た
。
参
加
団
体
と
交
流
・
意
見
交
換
も
出

来
、
お
互
い
の
活
動
か
ら
、
団
体
と
団
体
と
で
協
力
関

係
を
果
た
そ
う
と
い
う
声
が
沢
山
聞
か
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て
更
に
必
要
と
思
い
ま

す
。
市
民
活
動
ウ
ィ
ー
ク
を
通
し
て
、
当
会
の
活
動
を

Ｐ
Ｒ
出
来
た
こ
と
は
、
大
変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
齊
藤 

秀
夫) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

                                                  

 
 

                            

○
第
三
九
回
と
き
め
き
ラ
イ
フ
埼
玉 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催 

十
月
十
日
（
火
）
熊
谷
市
の
大
麻
生
ゴ
ル
フ
場
に 

十
一
名
（
内
女
性
三
名
）
参
加
し
ま
し
た
。 

陽
ざ
し
の
強
い
無
風
状
態
の
中
、
熱
戦
が
展
開
さ 

れ
、
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

 
 

（
磯 

竹
栄
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

       
 

   

【
新
入
会
員
紹
介
】 

〇
齋
藤
啓
子
（
所
沢
市
美
原
町
在
住
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
学
勤
務
時
代
に
、
彼
と
出
会

い
、
結
婚
し
ま
し
た
。 

彼
は
、
視
神
経
萎
縮
と
い
う
難 

病
を
患
い
、
視
力
を
失
く
し
て 

も
自
立
で
き
る
視
力
障
害
者 

の
た
め
の
ハ
リ
師
、
あ
ん
ま
師
を
目
指
す
人
た
ち
の
教 

員
と
な
り
ま
し
た
。
結
婚
し
て
数
年
後
、
息
子
を
宿
し
、 

臨
月
・
陣
痛
が
あ
り
、
自
分
で
車
を
運
転
し
産
婦
人
科 

に
行
き
、
無
事
出
産
し
ま
し
た
。
頼
よ
れ
な
い
と
思
う 

と
、
案
外
自
分
で
も
で
き
る
も
の
で
す
。
夫
を
亡
く
し

て
一
八
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
今
は
、
ヘ
ル
パ
ー
や
地

域
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
少
し
で
も
皆

様
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 〇
内
田
伊
久
江
（
所
沢
市
山
口
在
住
） 

現
在
、
訪
問
介
護
を
中
心
に
仕 

事
を
し
て
お
り
ま
す
。
市
報
で
、

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
資
格
の
講
座
を
知

り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か 

興
味
を
抱
き
受
講
い
た
し
ま
し
た
。
仕
事
が
ら
高
齢
者

の
方
々
に
接
す
る
為
、
特
に
独
居
の
方
の
人
と
の
関
わ

り
が
無
い
こ
と
の
多
さ
に
驚
き
ま
す
。
又
、
買
い
物
に

行
く
に
も
大
変
な
買
い
物
難
民
と
い
う
言
葉
も
耳
に

し
ま
す
。
私
は
、
高
齢
者
が
、
集
う
場
所
を
提
供
し
た

り
、
近
隣
の
人
と
の
関
わ
り
が
出
来
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
が
、
で
き
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

                                                  

 
 

                            

 

優 勝：磯 幸江氏（ネット 73.2） 

準優勝：古川 徹氏（ネット 73.8） 

三 位：磯 竹栄氏 (ネット 75.4) 

【
編
集
後
記
】 

会
報
を
編
集
し
思
う
こ
と 

は
、
わ
ず
か
半
年
の
活
動 

で
も
数
多
く
事
を
学
び
多 

く
の
人
に
お
会
い
し
た
こ 

と
で
す
。
一
人
で
は
で
き 

な
い
こ
と
も
会
の
皆
さ
ん 

と
共
に
活
動
す
る
こ
と
で 

よ
り
充
実
し
た
内
容
に
つ 

な
げ
て
い
き
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

（
四
谷 

英
貴
） 
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